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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第23期

第１四半期累計期間
第24期

第１四半期累計期間
第23期

会計期間
自 平成24年９月１日
至 平成24年11月30日

自 平成25年９月１日
至 平成25年11月30日

自 平成24年９月１日
至 平成25年８月31日

売上高 (千円) 3,128,977 3,452,588 16,536,220

経常利益又は経常損失（△） (千円) △14,945 △93,470 558,813

当期純利益又は四半期純損失（△） (千円) △13,067 △67,874 300,468

持分法を適用した場合の投資利益 (千円) ― ― ―

資本金 (千円) 324,530 324,530 324,530

発行済株式総数 (株) 1,265,000 2,530,000 1,265,000

純資産額 (千円) 1,670,507 1,903,161 2,000,974

総資産額 (千円) 7,999,152 9,408,936 8,344,903

１株当たり当期純利益金額
又は四半期純損失金額（△）

(円) △5.16 △26.82 118.76

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― 118.16

１株当たり配当額 (円) ― ― 30

自己資本比率 (％) 20.8 20.0 23.8
 

(注)１. 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につき

ましては記載しておりません。

　　２. 売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　３. 持分法を適用した場合の投資利益については、当社の子会社は利益基準及び利益剰余金基準からみて重要性

の乏しい非連結子会社であること、また、関連会社がないことから記載しておりません。

　　４. 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、第23期第１四半期累計期間は潜在株式が存在しな

いため記載しておりません。また、第24期第１四半期累計期間は、潜在株式が存在するものの１株当たり四

半期純損失であるため記載しておりません。

　　５. 当社は、平成25年９月１日付で普通株式１株につき２株の株式分割を行っております。このため第23期の期

首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり当期純利益金額又は四半期純損失金額及び第23期潜在株

式調整後１株当たり当期純利益金額を算定しております。

　

２ 【事業の内容】

　当第１四半期累計期間において、当社が営む事業内容について、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または前事業年度の有価証券報告書に

記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

 

(1)　業績の状況

当第１四半期におけるわが国経済は、政府による積極的な経済対策や日銀による金融緩和策により、

景気回復への兆しがみられたものの、雇用・所得環境は依然として厳しく、円安の影響による輸入物価

の上昇や平成26年４月から予定されている消費税増税の影響も懸念されることから、依然として先行き

不透明な状況で推移しました。

このような状況下で、当社は、お客様に感動を与えるプレゼント選びの場を提供する「アニバーサ

リーコンセプトショップ」という独自のサービスを基本とし、贈る人のときめき感につながるような魅

力ある商品の拡充と商品鮮度の管理徹底に努めるとともに、お客様が何度でも足を運びたくなるような

質の高い「おもてなしの接客」に努めてまいりました。

商品施策といたしましては、時計、バッグ・小物を中心に前年度に引き続き販売が好調な高額商品の

取り扱いを充実させるとともに、宝飾品を中心とした当社のオリジナルブランド商品であるハッピー

キャンドルについては、雑誌掲載等による広告宣伝を強化し、社会貢献活動として取り組んでいるオレ

ンジリボン運動支援活動と連携した販売促進を実施するなど、ブランド強化に努めてまいりました。

販売活動の施策といたしましては、新店オープンセールやショッピングセンター（ＳＣ）のセール企

画と連動した販促活動を実施し、新規顧客の開拓と固定客作りを図ってまいりました。

店舗展開といたしましては、羽生店（埼玉県）、草津店（滋賀県）、下妻店（茨城県）の改装を行っ

たほか、10月に倉敷店（岡山県）、11月に東員店（三重県）の２店舗を新規出店いたしました。

一方で、10月に路面型店舗である小見川店を元従業員に事業譲渡いたしましたことから、当第１四半

期末の店舗数は52店舗となりました。

商品部門別の売上の状況につきましては、宝飾品は販売強化の取り組みの成果が一部でみられるもの

の力強い回復までには至らず売上高563,071千円、時計はロレックス、オメガなどのブランド時計が好

調に推移し売上高906,186千円、バッグ・小物はルイヴィトンなどの高額ブランド品が好調に推移し売

上高1,982,200千円、その他の売上高は1,130千円となりました。
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(単位：百万円)

 第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 合計

平成24年８月期

売上高 3,174 5,168 3,589 3,697 15,630

(構成比) (20.3%) (33.1%) (23.0%) (23.6%) (100.0%)

売上総利益 808 1,289 902 876 3,876

(構成比) (20.8%) (33.3%) (23.3%) (22.6%) (100.0%)

平成25年８月期

売上高 3,128 5,519 4,046 3,841 16,536

(構成比) (18.9%) (33.4%) (24.5%) (23.2%) (100.0%)

売上総利益 793 1,378 1,019 941 4,132

(構成比) (19.2%) (33.3%) (24.7%) (22.8%) (100.0%)

平成26年８月期

売上高 3,642 ― ― ― ―

(構成比) （―) （―） （―） （―） （―）

売上総利益 818 ― ― ― ―

(構成比)  （―) （―） （―） （―） （―）

　

円安による仕入れ価格の上昇に伴い、販売価格への転嫁を進めておりますが、一部の売れ筋高額商品

の販売競争が激化していることもあり、当第１四半期においては売上総利益率が低下することとなりま

した。また、ハッピーキャンドルその他の広告宣伝を強化したこと等により、販売費及び一般管理費が

増加いたしました。

　
以上の結果、当第１四半期累計期間の業績は、売上高3,452,588千円（前第１四半期累計期間比

10.3％増）、営業損失84,895千円（前第１四半期累計期間営業損失3,943千円）、経常損失93,470千円

（同経常損失14,945千円）、四半期純損失67,874千円（同純損失13,067千円）となりました。

　

なお、当社の業績は、年末年始商戦、とりわけクリスマス時期を中心とした12月の年末商戦のウエイ

トが高くなっているため、第２四半期に偏重しております。

当社の、平成24年８月期（自　平成23年９月１日　至　平成24年８月31日）、平成25年８月期（自　

平成24年９月１日　至　平成25年８月31日）及び平成26年８月期（自　平成25年９月１日　至　平成26

年８月31日）における四半期の売上高及び売上総利益は下記のとおりであります。

 

（注）上記売上高及び売上総利益には、消費税等を含んでおりません。

　
(2)　財政状態の分析

（流動資産）

当第１四半期会計期間末における流動資産の残高は、7,770,991千円となり、前事業年度末と比較し

て959,181千円増加しております。これは主として、新店オープンおよび既存店舗の12月商戦に向けた

商品確保により商品が1,503,219千円増加したものの、その支払いにより現金及び預金が709,291千円減

少したことが要因であります。

　
（固定資産）

当第１四半期会計期間末における固定資産の残高は、1,637,945千円となり、前事業年度末と比較し

て104,852千円増加しております。これは主として、新規出店のため、建物が66,945千円、工具、器具

及び備品が10,411千円、敷金及び保証金が16,826千円増加したことが要因であります。
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（流動負債）

当第１四半期会計期間末における流動負債の残高は、4,367,095千円となり、前事業年度末と比較し

て1,062,810千円増加しております。これは主として、12月商戦に向けた商品確保により支払手形及び

買掛金が1,021,967千円増加したことが要因であります。

　
（固定負債）

当第１四半期会計期間末における固定負債の残高は、3,138,680千円となり、前事業年度末と比較し

て99,036千円増加しております。これは主として、償還により社債が60,000千円減少したものの、新規

借入れにより長期借入金が127,111千円増加したことが要因であります。

　
（純資産）

当第１四半期会計期間末における純資産の残高は、1,903,161千円となり、前事業年度末と比較して

97,812千円減少しております。これは主として、配当金の支払いや四半期純損失の計上により利益剰余

金が105,824千円減少したことが要因であります。

　
(3)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

　
(4)　研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 6,400,000

計 6,400,000
 

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成25年11月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成26年１月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 2,530,000 2,530,000
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数は100株であり
ます。完全議決権株式であ
り、権利内容に何ら限定の
ない当社における標準とな
る株式であります。

計 2,530,000 2,530,000 ― ―
 

　
(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年９月１日 1,265,000 2,530,000 ― 324,530 ― 301,530
 

(注）平成25年８月31日を基準日として、普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。

　
(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日（平成25年８月31日）に基づく株主名簿による

記載をしております。

　
① 【発行済株式】

　 　 　 平成25年８月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 1,264,700 12,647
権利内容に何ら限定のない当社におけ
る標準となる株式であり、単元株式数
は100株であります。

単元未満株式 普通株式　　 　300 ― ―

発行済株式総数 1,265,000 ― ―

総株主の議決権 ― 12,647 ―
 

(注）平成25年６月27日開催の取締役会決議に基づき、平成25年9月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分

割を行っております。なお、上記は株式分割前の株式数にて記載しております。

　

② 【自己株式等】

該当事項はありません。

　

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内

閣府令第63号)に基づいて作成しております。

　
２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間(平成25年９月１日か

ら平成25年11月30日まで)及び第１四半期累計期間(平成25年９月１日から平成25年11月30日まで)に係る

四半期財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

当社では、子会社（１社）の資産、売上高、損益及び利益剰余金その他の項目からみて、当企業集団の

財政状態及び経営成績に関する合理的な判断を誤らせない程度に重要性が乏しいため、「四半期連結財務

諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」 (平成19年内閣府令第64号) 第５条第２項により、四半期

連結財務諸表は作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

前事業年度
(平成25年８月31日)

当第１四半期会計期間
(平成25年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,681,555 1,972,263

売掛金 1,052,860 1,128,864

商品 2,856,504 4,359,723

貯蔵品 95,199 98,448

その他 125,690 211,691

流動資産合計 6,811,810 7,770,991

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 452,096 519,041

構築物（純額） 147 42

工具、器具及び備品（純額） 212,713 223,124

リース資産（純額） 10,052 16,333

建設仮勘定 － 1,050

有形固定資産合計 675,010 759,591

無形固定資産

リース資産 24,106 22,135

その他 16,028 14,555

無形固定資産合計 40,134 36,691

投資その他の資産

敷金及び保証金 451,410 468,236

関係会社株式 88,159 88,159

その他 281,014 287,752

貸倒引当金 △2,636 △2,486

投資その他の資産合計 817,947 841,661

固定資産合計 1,533,092 1,637,945

資産合計 8,344,903 9,408,936

EDINET提出書類

株式会社ハピネス・アンド・ディ(E26579)

四半期報告書

 9/15



(単位：千円)

前事業年度
(平成25年８月31日)

当第１四半期会計期間
(平成25年11月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金
※１ 1,346,046 ※１ 2,368,014

1年内返済予定の長期借入金 1,264,668 1,296,388

1年内償還予定の社債 247,600 234,600

未払法人税等 125,955 5,846

賞与引当金 66,751 101,636

その他 250,334 360,610

資産除去債務 2,928 －

流動負債合計 3,304,285 4,367,095

固定負債

社債 100,000 40,000

長期借入金 2,808,576 2,935,687

資産除去債務 71,897 74,038

その他 59,169 88,954

固定負債合計 3,039,643 3,138,680

負債合計 6,343,928 7,505,775

純資産の部

株主資本

資本金 324,530 324,530

資本剰余金 311,880 311,880

利益剰余金 1,347,865 1,242,041

株主資本合計 1,984,275 1,878,451

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 6,233 10,319

評価・換算差額等合計 6,233 10,319

新株予約権 10,465 14,390

純資産合計 2,000,974 1,903,161

負債純資産合計 8,344,903 9,408,936
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(2)【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期累計期間
(自 平成24年９月１日
　至 平成24年11月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成25年９月１日
　至 平成25年11月30日)

売上高 3,128,977 3,452,588

売上原価 2,335,827 2,634,218

売上総利益 793,149 818,370

販売費及び一般管理費 797,093 903,265

営業損失（△） △3,943 △84,895

営業外収益

受取利息 130 397

受取配当金 145 181

業務受託料 － 953

受取保険金 183 1,361

その他 264 535

営業外収益合計 723 3,429

営業外費用

支払利息 10,744 10,624

その他 982 1,380

営業外費用合計 11,726 12,005

経常損失（△） △14,945 △93,470

特別損失

固定資産廃棄損 65 3,013

事業譲渡損 － 2,740

特別損失合計 65 5,754

税引前四半期純損失（△） △15,010 △99,224

法人税、住民税及び事業税 2,814 3,387

法人税等調整額 △4,758 △34,737

法人税等合計 △1,943 △31,350

四半期純損失（△） △13,067 △67,874
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【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

※１　四半期会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第１四半期会計期間末日及び前事業年度末日が金融機関の休日であったため、次の四半期

会計期間末日満期手形が、四半期会計期間末残高に含まれております。

　
　

前事業年度
(平成25年８月31日)

当第１四半期会計期間
(平成25年11月30日)

支払手形 305,897千円 299,821千円
 

　

(四半期損益計算書関係)

売上高の季節的変動

当社の業績は、年末年始商戦、とりわけクリスマス時期を中心とした12月の年末商戦のウエイトが

高くなっているため、第２四半期に偏重しております。

　
(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費も含む。）は、次のとおりであります。

　
　
　

前第１四半期累計期間
(自 平成24年９月１日
至 平成24年11月30日)

 当第１四半期累計期間
(自 平成25年９月１日
至 平成25年11月30日)

減価償却費 40,119千円 44,621千円
 

　

(株主資本等関係)

前第１四半期累計期間(自 平成24年９月１日 至 平成24年11月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年11月29日
定時株主総会

普通株式 31,625 25 平成24年８月31日 平成24年11月30日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の

末日後となるもの

該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社ハピネス・アンド・ディ(E26579)

四半期報告書

12/15



　

当第１四半期累計期間(自 平成25年９月１日 至 平成25年11月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年11月28日
定時株主総会

普通株式 37,950 30 平成25年８月31日 平成25年11月29日 利益剰余金
 

(注）平成25年９月１日付で普通株式１株につき２株の株式分割を行っております。当該株式分割前の実際の配当金を

記載しております。

　
２．基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の

末日後となるもの

該当事項はありません。

　
(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社はインポートブランドを中心とした宝飾品、時計及びバッグ・小物等の小売業という単一セグメ

ントであるため記載を省略しております。

　
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第１四半期累計期間
(自 平成24年９月１日
至 平成24年11月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成25年９月１日
至 平成25年11月30日)

　　１株当たり四半期純損失金額 5円16銭 26円82銭

    (算定上の基礎) 　 　

   四半期純損失金額(千円) 13,067 67,874

    普通株主に帰属しない金額 ― ―

   普通株式に係る四半期純損失金額(千円) 13,067 67,874

   普通株式の期中平均株式数(株) 1,265,000 2,530,000
 

(注) １. 前第１四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないた

め記載しておりません。また、当第１四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。

２. 当社は平成25年９月１日付で普通株式１株につき２株の株式分割を行っております。前事業年度の期首に当

該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期純損失金額を算定しております。

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　
　
２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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有限責任監査法人　トーマツ

指定有限責任社員
業務執行社員

　公認会計士   猪　　瀬　　忠　　彦   印

指定有限責任社員
業務執行社員

　公認会計士   佐 々 田　　博　　信   印

独立監査人の四半期レビュー報告書

　 　
 

平成２６年１月１４日

株式会社ハピネス・アンド・ディ

　　取 　　締　 　役　 　会 　 御中　　　

 

　

 

　
 

　
当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている

株式会社ハピネス・アンド・ディの平成２５年９月１日から平成２６年８月３１日までの第２４期事業年度

の第１四半期会計期間（平成２５年９月１日から平成２５年１１月３０日まで）及び第１四半期累計期間

（平成２５年９月１日から平成２５年１１月３０日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対

照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　
四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半

期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半

期財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含ま

れる。

　
監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表

に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ

ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお

いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され

た手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ハピネス・アンド・ディの平成２５年１１

月３０日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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